
（報 告）ルート検討委員会が開かれました。 

 日韓トンネルのルートを検討する「ルート

検討委員会」の第２回委員会が去る２月２７

日（水）、第３回委員会が４月７日（月）に開

かれた。この委員会は当研究会が任意団体と

して発足した昭和５８年以来行ってきた各種

調査結果に加え、一昨年に実施した唐津･壱

岐・対馬などでの現地調査結果、さらにはユー

ロトンネル視察などの現地調査および資料調

査結果などを踏まえ、日韓トンネルの使用方

法を考慮したルート案を検討している。  

 

（報 告）ボスポラス海峡海底トンネル工事

現場を視察しました。 

 去る５月１ 0 日（土）から１７日（土）にか

けて、トルコ共和国のボスポラス海峡で行わ

れている海底トンネル工事現場などを視察し

た（詳細は後述）。  

（報 告）日韓トンネルの調査研究に関する

業務協力合意書の調印式を行いました。 

 去る５月２８日（水）、当会は韓国の社団法

人韓日トンネル研究会（ソ・イテク（徐義澤）、

イ・ヨンフム（李龍欽）共同会長）との間で、

「日韓海底トンネル技術および情報交流など

業務協力合意書」を交わした。社団法人韓日ト

ンネル研究会は日韓トンネルに関心を持つ釜

山の有志の集まりで、今年１月２９日に釜山

市から設立許可書の交付を受けて活動を開始

した。今後、当会と共同でルートの検討や各種

調査活動などが行われることになる。 

 

（報 告）東京本部の第５回通常総会が行わ

れました。 

 東京本部の第５回通常総会が、５月２９日

（木）、アルカディア市ヶ谷私学会館で開催さ

れた。冒頭、野澤会長は、前年、韓国で３回に

日韓トンネル通信 

1 

編集/発行  

   特定非営利活動法人   

   日韓トンネル研究会 

本部事務局：東京都港区麻布台1-1-20 
  〒106-0041 麻布台ユニハウス513 

TEL 03-3589-4188  FAX 03-5570-1634 
     E-mail office@jk-tunnel.or.jp 

九州支部：0120-09-2188 

 JAPAN-KOREA TUNNEL NEWS  ２００８年６月１５日 発行  No.１１ 

    ボスポラス海峡海底トンネル工事現場 

  合意書に調印した野澤会長(右)と李龍欽共同会長 



わたり開かれた日韓トンネルのシンポジウ

ムについて、「真摯な議論により日韓トンネ

ルに関する諸問題や論点が出揃った」と評

価した。また、前日行った合意書の調印式に

ふれ、「当会と韓国側諸団体と共同研究する

枠組みができたので、今年度は日韓トンネ

ルに関する具体的な諸問題について共同研

究し、その成果を出す年である」と結んだ。 

 韓国側からは来賓として、ソウルにある

韓日トンネル技術研究会のソン・ベクチョ

ン（成百詮）会長、社団法人韓日海底トンネ

ル研究院のパク・キョンブ（朴慶夫）理事長

の２名が、釜山からは社団法人韓日トンネ

ル研究会のイ・ヨンフム（李龍欽）共同会長

ら５名が参加した。韓国側を代表してイ・ヨ

ンフム（李龍欽）共同会長は、「今後、日韓

トンネル研究会と協力して調査研究を進め

て行きたい」と挨拶した。 

 議事では野澤会長が議長に選出され、ま

ず事務局から平成１９年度の事業報告とし

て、①シンポジウム「日韓海底トンネルと釜

山の選択」に参加、②釜山～巨済島連結道路

の 建 設 工 事 現 場 を 視 察、③ 展 示 会

「DEMEX2007」に出展、④壱岐市・対馬市

の各種団体を表敬訪問、⑤日韓海底トンネル

専門学会セミナーに参加、⑥展示会「CIVIL 

EXPO 2007」に出展、⑦ルート検討委員会、

⑧ボスポラス海峡海底トンネル工事現場の

視察について報告があった。次に平成１９年

度の事業会計収支決算の報告があり承認さ

れた。平成２０年度事業計画は、①各種国際

シンポジウムや展示会への参加、②ルート案

の検討と関連データ収集、③韓国側団体との

共同研究、④当会ホームページの充実、⑤刊

行紙の発行、を審議し承認された。次に平成

２０年度事業会計収支予算書案を審議し承

認された。役員の変更では東京本部の顧問と

して、①社団法人韓日トンネル研究会のイ・

ヨンフム（李龍欽）共同会長、②謝克昌（東

京農業大学教授）が、また理事として河野博

忠（筑波大学名誉教授）の就任が承認された。 

 議事終了後、視察報告として野澤太三会長

が「トルコ・ボスポラス海峡トンネル工事現

場の視察」と題し約 30 分間講演した。 
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セミナー風景 



【講演内容】 

 ５月１０日（土）～１７日（土）にかけて当

会役員ら数名でトルコ共和国のボスポラス海

峡に建設中の海底トンネルを視察した。ボス

ポラス海峡は黒海とマルマラ海を結ぶ南北約

３０ｋｍの海峡で、そこに沈埋・シールド・開

削の各工法を組み合わせた総延長 13558m､

海底部分 1387m のトンネルを建設中である。

施主はトルコ共和国で、大成建設を含む共同

企業体が施工している。着工が 2004年で工期

は約５年、工費約 1000 億円である。最大深度

60m に達する世界一深い沈埋トンネルであ

り、海流が最大４ノットで下層には最大２

ノットに達する反流があるなど設計・施工に

多くの困難を含んでいる。いろいろな工法が

混在しており、沈埋トンネルとシールドトン

ネルの接合部などにも工夫がこらされ、今後、

日韓トンネル計画を進める上で大いに参考に

なる。 

  

（訃 報）当会九州支部の吉田信夫支部長

がご逝去されました。謹んでお知らせいたし

ます。  

吉田信夫支部長は、去る２月２３日、肝硬

変のため逝去した。７３歳。 

 吉田信夫支部長は九州大

学大学院修士課程修了後、

運輸省港湾局を経て福岡大

学工学部教授となり、交通

工学や土質工学などに関す

る研究を積み重ね、平成８

年には運輸大臣より「交通

文化賞」を受賞した。 
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吉田信夫支部長は平成５年ごろから日韓ト

ンネルの経済波及効果の研究を開始し、九州

支部の役員として活躍するほか、平成１５年

に副支部長、平成１７年からは支部長として

当会九州支部をリードしてきた。 

 

（訃 報）当会九州支部の山﨑達雄副支部

長がご逝去されました。謹んでお知らせいた

します。  

山﨑達雄副支部長は、去る４月２７日、心

筋梗塞のため逝去した。８９歳。 

 山崎達雄副支部長は当会

が任意団体として発足した

昭和５８年当初から四半世

紀もの間、九州支部の副支

部長として、研究会を指導

してきた。九州大学工学部

教授在籍当時から蓄積した北部九州の地質情

報をもとに、旧第２部会では唐津・壱岐・対

馬を頻繁に踏査し、設計施工法の研究に不可

欠な地質図面を作成するなど各種情報を集大

成した。 

 

（訃 報）当会東京本部の大塚茂副会長が

ご逝去されました。謹んでお知らせいたしま

す。  

大塚茂副会長は、去る５月２０日、がんの

ため逝去した。８２歳。 

 大塚茂副会長は東京大学

を卒業後、通産省の審議

官、在米大使館一等書記官

などを歴任し、工業デザイ

ンや各種知的財産権保護に

  故吉田信夫氏 

  故山﨑達雄氏 

  故大塚茂氏 
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た。昨年は日韓トンネルに関する国際的シン

ポジウムなどに出席していた。 

（記事紹介） 日韓トンネル計画に関連する

新聞・雑誌掲載記事を紹介します。今回は

次の１点です。 

・日刊工業新聞 2008年５月２６日 

関する要職を務め、最近は太平洋経済協力会

議日本委員会 で活躍していた。 

当会が任意団体として発足した昭和５８年

当初から旧第１部会で日韓トンネルの政治・

経済的側面を研究し、昭和５９年に監査、同

６０年に理事、平成１７年に副会長に就任し

 濱建介 当会副会長 


